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皮膚科医と考える
アトピー性皮膚炎治療薬関連結膜炎
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ディスカッション ＜眼科・皮膚科の連携について＞Q&A
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＜ご略歴＞

「アトピー性皮膚炎治療薬デュピルマブの臨床プロファイル：
乳幼児から大人まで、皮膚科医から見た連携の取り組み」

演題1

　 アトピ ー 性 皮 膚 炎（ A D ）は 、瘙 痒 性 の 湿 疹 を 特 徴とし、
2型炎症を背景とするありふれた慢性炎症性皮膚疾患である。
　デュピルマブは本邦初のAD治療用生物学的製剤であり、イン
ターロイキン（IL）-4受容体αに対する抗体製剤であり、IL-4とIL-13
の作用を阻害することで2型炎症を抑制し、臨床的効果を発揮す
る。2018年の発売以降、その安全性プロファイルと臨床的有用性は
実臨床においても広く認識されている。2023年には生後6か月以上
の小児にも使用可能となり、使用患者の年齢層が拡大した。多くの
AD患者が薬剤の恩恵を受ける一方で、重篤な副作用は少ないも
のの、結膜炎などの眼表面障害の発症がよく知られており、眼科と
の連携が不可欠である。
　本講演では、デュピルマブ等の新規薬剤選択肢によるAD治療の
現状を概説するとともに、当院における皮膚科・眼科連携の実例を
共有しながら、眼表面障害マネジメントの実践的なアプローチにつ
いて考察したい。
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＜ご略歴＞

「デュピルマブ投与時の結膜炎発症メカニズムとその管理、
眼科・皮膚科の連携の取り組み」

演題2

　デュ ピ ル マ ブ 関 連 結 膜 炎（dupilumab-associated ocular 
surface disease: DAOSD）は、デュピルマブ抗体療法中のアトピー
性皮膚炎患者にみられる眼表面疾患である。主に結膜炎を発症す
るが、眼瞼炎、輪部炎、角膜炎、ドライアイなど多彩な眼表面炎症を
呈する。
　DAOSD の病態に関してはまだまだ不明な点が多く、ドライアイ
説、デモデックス説、Th17/Th22 説などがある。DAOSD の診断は、
眼掻痒感、充血などの自覚症状、強い結膜充血などの他覚所見、お
よび眼脂の塗抹標本検査などにより総合的に診断する。疾患重症
度は、軽症例がほとんどであるが、一部の症例では重症化して眼科
介入が必要になる症例がみられる。眼科・皮膚連携により眼表面
疾患をコントロールし、安全にデュピルマブ抗体療法を行うことが
重要である。
　今回のセミナーでは、眼科介入時の診断と治療に触れながら
眼科・皮膚科連携のポイントについて解説する。
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